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【レビュー及び研究の意義】 

乳児保育室に伺うと、保育者と乳児との柔らかな音声のやりとりがある。この対乳児音

声（マザリーズ）は、「単に赤ちゃんに“話しかけるためのテクニック”ではない。話し

かけようとする内容を“ことば”で伝えながらも、あたかも歌のような変化範囲の大きい

抑揚と拍節的なリズムをもたせることで、情緒的な親密さや、親や保育者の気持ちを明確

に伝える情報を内包させることに意味がある」（志村2016）。一方児童期において、一部

の児童に落ち着きのない行動が目立った授業が収録された録音テープを観察した有賀ら

（2009）は、「音圧レベルでの声の強さは認められるものの、イントネーションの変化、

声の高さ・抑揚などの韻律情報があまり認められない」と問題提起し、教師の発話におけ

るパラ言語情報に関する一連の調査から、「教師の音声言語において表現される抑揚の効

いたパラ言語情報は、児童自身の言語獲得のためのモデルを常に提示すると共に、児童に

とって教室内の他の児童とのコミュニケーションを促進する意味でも重要となる」と述べ

ている（有賀2012）。乳児期の歌い掛けるような保育者の音声は、児童期までにどのよう

に変化していくか。本調査では、3歳から5歳までの幼児が混在する異年齢混合保育が行わ

れている岡山県の保育園において、保育者の語り掛けがリズミカルになったり抑揚が豊か

になったりする場面を拾い上げることにより、その状況を明らかにする。 

【方法】 

調査は、2017年 11月 6日及び 12月 18日、21日の計３回、午前 10時から 11時半ま

で、保育園の 3歳～5歳児の異年齢混合保育（32名）を対象に非参与観察を行った。保育

者の背面に IC レコーダを設置すると共に、幼児と保育者とのやり取りを録画した。この

うち本調査では、保育者が幼児全体と会話している場面を分析対象とした。 

※ 次ページに続く 
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【結果】 

観察で得られた会話から、「音色」「リズム」「速度」「旋律（抑揚）」「強弱」「フ

レーズ感」といった音楽的要素がみられる発話を抽出した。事例の一部を以下に挙げる。 

①11月 6日： 

全体に向けて絵本を読もうとして話し掛ける。「私ね～、お休みの日にね～、図書館

に行ってね～」と保育者がまとまりよくリズミカルに話し始めるとすぐに、幼児が「土

曜日じゃろ～？」「あ、わかった。大きいやつ、持ってきたんでしょ」など答える。ま

たイントネーションの変化を大きくするだけでなく、「どの本から読もうかなーって迷

ったんだけど」と低い音から順に声を上昇させる話し方もあった。 

②12月18日： 

サンタクロースへの質問を問い掛ける。幼児は口々に答えようとして賑やかになる

が、保育者が「最初は緑色の手紙が来とったんよなー」と語気を徐々に強めて（クレッ

シェンドのように）言い切った後に間をとり、急に弱く低い声で「そしたら消えたんよ

な」と話すことで全体は水を打ったように静かになる。また、「サンタクロースにプレ

ゼントをあげたい」という意見に対する「ええなあ、ほんまじゃなあ、もらうばあじゃ、

悪いもんな」との返答は４拍にまとめられ、f→ff→mp→pのように強さを変えて話して

いた。 

③12月21日： 

お正月に向けて、干支についての話が始まる。覚えた干支を声に出したい幼児に向か

い、「じゃあみんなで行ってみようか。ネズミのねーからどーぞ！」と、前半はふつう

に、後半は拍節的に「タタタタ、タンタタ、タータン」のリズムで語り掛けることによ

り、幼児の唱えるテンポが揃う。また、一文全体を、弧を描くような抑揚で話したり、

あるいはわざと平坦に話したりする等、文意を伝える工夫が感じられた。 

【研究の成果】 

マザリーズには(1)発話する声全体が高い (2)抑揚が大きい (3)ゆっくり話す (4)発話と

発話の間をとり、相手の反応を待つ (5)同じ言葉を繰り返すといった音声特徴がある（志

村 2016）。一方、本観察では(1)発話する声は高くない (2)抑揚を大きく表現するだけでな

く、わざと平坦に話すことがある (3)緩急の変化 (4)間の取り方の工夫 (5)同じ言葉を繰り

返す時、強さ・速さを変化させる (6)拍節的・リズミカルに話す (7)まとまりよく話すこと

によるフレーズ感 (8)声質の変化 (9)subito piano（突然弱く）やクレッシェンド等、多様な

要素が抽出された。また、語尾に付く「な」も、「なあ」「な！」「な～」と場面により

表現が変化している。保育者自身は「意識していない」とのことであったが、その発話は

時としてオペラのレチタティーヴォ（朗唱）のように幼児に届けられる。乳児期以降の保

育者の対幼児音声は、平板にはならず、より豊かに音楽的要素を増して表現される。その

ことが幼児との円滑なコミュニケーションに繋がると考える。 

成果資料目録 

・5月に開催される保育学会にて発表予定 

・光生館「保育内容 表現」（3月30日発刊）において、編著者として、０～３歳児の表

現の発達と保育者の語りかけ（応答的保育）、およびマザリーズについて執筆した。 

 


